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ごあいさつ ☆先生方に、自分を漢字一文字で表すなら？とお聞きしました。

爺

高等部
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＊似顔絵は白柳副校長先生が描いてくださいました！

宮村真最子

令和５年度 ＰＴＡ本部役員

吉川由美 弓削恵理子
①庶務 ②小４
③いないいないばぁ

ゆ げ え り こ

①副会長 ②高２
③いただきますあそび

西川朋江
にしかわともえ たかはしゆきこ

髙橋由紀子

なかいともこ

中井知子

①副会長 ②高3
③動物図鑑

①庶務 ②中1
③いないいなばぁあそび

①庶務 ②中1
③はじめてえほん
どうぶつ・たべもの

みやむらまさこ

①庶務 ②中1
③だるまさんが

はやしさちこ

林佐知子

①会計②中1
③きんぎょがにげた

まつもとゆきこ

松本由紀子

①会計 ②中1
③こんにちは

中学部
総括主事

柴田 隼輔 
しばた しゅんすけ

ＰＴＡ会長 西川万里子
に しか わまり こ

①会長 ②小３ ③おめんです

３年ぶりにコロナ禍前の生活に戻りつつあり

ます。学校に足を運ぶと子どもたちの明るい笑

顔と笑い声が飛び込んできます。待ち望んでい

たプール学習も再開され、対面での行事も行わ

れるようになりました。

PTA活動もコロナ禍で変化もしましたが、見

直す機会にもなりました。今まで実施してきた

活動を礎に新たな形を模索しつつ、今年度も変

わらず子どもたちのために、役員一同頑張って

いきたいと思います。

皆様からの御支援と御協力の程、

よろしくお願い致します。

動

小学部
総括主事

小野 雅也
おの まさや

動
￥
￥

お ざ き し ん じ

校長 尾 崎 伸 次

平素より本校の教育活動に御理解、御協力をいただきありがとうご

ざいます。

私自身、八幡支援学校に来させていただいてから４年目になります

が、先日新型コロナウイルス感染症が５類に分類されたことから、ど

うにか制限がほとんどない学校活動を行うことができるようになって

きました。先日行った参観日でも、９割近い御家庭に来校していただ

けたなど、学校はみんなが集える場所であるということを、再確認い

たしました。

今年度は、できる限り多くの行事や取組等に参加していただけるよ
うにしながら、保護者の皆様や地域の方々との連携を密にしていけれ
ばと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

副校長 白柳 拓保
しらやなぎひろやす

保護者の皆様には、日頃より本

校教育に御理解、御協力をいただ

きありがとうございます。今年度

は、副校長として２年目を迎える

こととなり、じっくりと腰を据え

て、様々な行事や活動に取り組ん

でいきたいと考えています。

八幡支援学校には「アットホー

ムな空気感」があります。その空

気感を味わいながら児童生徒も教

職員も、常にコミュニケーション

を図り、協力しながら目標に向

かって進んでいける、そんな学校

でありたいと願っています。
爺

隼

平

柔

事務長 山田 陽一朗
やまだよういちろう

今年度、京都八幡高等学校から

異動して参りました。どうぞよろ

しくお願いします。

過去の支援学校勤務は、城陽養

護学校、桃山養護学校、南山城支

援学校です。

保護者の皆様の多大な御理解、

御協力をいただき、学校運営がで

きていると日々感じております。

さて、「拓く」の過去の質問に

お答えします！子どもの頃の夢は

「サッカー選手かテニス選手か漫

画家」、食べ物の好き嫌いは全く

なし！ストレス発散は「写真撮

影」です。

楽

①役職 ②学年 ③子供に初めて買った本

よしかわゆみ
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施設見学報告

6月14日、本部役員7名で城陽市のあんびしゃを
訪れ、施設の田中様に案内していただきました。

 就労支援A、B型・施設入所・短期入所・自立訓練
・グループホームといった経済的、社会的自立を支
援するサービスが備わっています。

 作業スペース、生活訓練スペース、入所スペース
に分かれている二棟の建物内は広く、とても清潔
感がありました。

入所スペースの一室に自立訓練室が設けられ洗
濯、片付けなど身の回りのことができるまで一対
一で指導を受けることができます。
 絵カードや物の配置のシール、手順書などを使
い、様々な工夫がされています。
定期的に家族から離れ短期入所を利用するこ

とで掃除、洗濯、夜間の過ごし方など自立のイメー
ジを持ち、自信をつけることができます。

近鉄新田辺駅からで車で10分の距離です

入所居室スペースは男性と女性が階で分けられ
各20室あります。日中活動利用者の3割の方が入
所されています。
休日は各々自由に外出されたり、支援者の方と
外出される方もいます。

訓練室のクローゼットには
整頓の手順が書かれています

棚には物の置き場所が記
されています

ベッド横に寝具
の整頓手順が貼られています

就労継続支援の定員はA型10名、B型38
名でリネン、製袋、おもちゃの検品、印刷等の
作業に多くの方が従事されています。
 施設外に週一回、リネン会社に行かれる方
や毎日、金属リサイクル作業（銅や鉄などの分
別）に行かれる方もいらっしゃいます。
 平均年齢は38歳ですが20代の方が全体の
36％と幅広い年齢の方が利用されています。

冷蔵庫には麦茶
の作り方

リネン作業

●将来の自立に向けて、私たち親が今しておいたほうがいいこと

先回りしてやってあげるのではなく、基本的な生活習慣（早寝早起き）を身
に付ける。
生活に必要なスキル（掃除、洗濯、調理など）を経験し学ぶ機会を作ること。
SOSをだせるようにすること。
安定した日常生活が社会生活の基盤となります。

入所居室

製袋作業

おもちゃの検品

◎他にも行事や社会参加の活動も行われ、地域の活動に参加することで
 地域の方々とのつながりも大切にされています。
◎障害年金とA型就労の収入でグループホームに入居されている方もい 
ます。

～見学を終えて～
就労から余暇や居住など将来を見据えた自

立支援に魅力を感じました。
このような施設が増えれば子どもの将来的

な不安も解消されるのではないでしょうか。

自立訓練室



防災アンケート結果

⑥災害時に懸念すること、または防災に関する要望などがあれば記入してください

・知的障がいの子どもに対して、周りの理解が得られるかが心配。
・子どもの性質上、避難所に行けそうにないことを懸念しています。
・大勢の人と一緒の避難所で過ごせるかどうか心配。
・台風、火事が身近で心配です。
・実際避難場所に行った時のためのシュミレーションとして、福祉避難所利用を想定した避難訓練や、
避難場所での過ごし方体験などをしたい。そこから課題など見えてくるかもしれない。
・市役所の防災担当、福祉担当の方と本部代表者数名が年一回くらい話す場があっても良いと思います。
・福祉避難所開設訓練などをやってみてもよいのではと思います。
・障がい児者の防災や避難についての講演会を開催してもよいのではと思います。
・学校にいるときや通学バスに乗っているときに、南海トラフ地震が起こったらどういう対応になるのかを具体的に知りたいです。
・福祉避難所への移動や過ごし方（落ちついて過ごせるかなど）を知りたい。
・学校に、飲み薬など個別に必要なものを保管した方がいいのかや、学校で避難訓練はあるがスクールバス乗車中に何かあった時
どうするかのマニュアルがあるのかなどが知りたい。
・子どもが集団生活できないと思う。
・災害時にどこにどうやって行けばいいか、もしくはどのようにして待機していればいいか、どこに連絡したらいいか。
普通に避難所に入れないと思うので、だいたいの流れを知りたいです。 （一部抜粋）

3月に実施した
アンケートに
35名の方のご回答
いただきました。
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参加希望サークル名（複

数可） /お名前（サークル

加入希望者）/お子さまの

学部・学年/メールアドレ

ス/日中の連絡先

サークル
案内

八幡支援学校ＰＴＡには、現在３つのサークル

があります。保護者間でのつながりを作りつつ、

楽しめる場となっています。卒業後の保護者も参

加も可能となり、ますます交流の輪がひろがり、

盛り上がりを見せています。まずは、お気軽にお

問い合わせください。

フラダンス

茶道

親心

元ＰＴＡ会員でもある講師の先生が、とても丁寧に優し
く教えてくださり、わいわい楽しく活動しています。

外部から先生にお越しいただき（着物姿がとてもすてき
なやさしい先生です）、お点前の手順や、お抹茶の飲み
方などを丁寧にわかりやすく教えてくださいます。

こどもについての相談事や、いろいろな情報交換など気
軽に話しながら、各自のペースで「親心の記録®」の記
入をしています。

サークルメンバー随時募集中！

参加希望サークル名（複数

可） /お名前（サークル加

入希望者）/お子さまの学

部・学年/メールアドレス/

日中の連絡先

コロナ5類移行に伴い、学校行事も増え、子どもたちが楽しく過ご

す姿を見られる機会が増えることが嬉しく思います。

５月より本部役員も新メンバーを迎え活動を始めました。初めての

事で戸惑いも多いながら、少しでも役に立つものを伝えていけるよう

に頑張っていきますので、１年間温かい目で

見守ってくださいますよう、よろしくお願い致します。 Y

4月より”がくぷり”を導入しました‼

お 知 ら せ

進路指導部の先生に
お話をお聞きしました

小学部の修学旅行もリアルタイムで配信され、楽しまれ

たのではないでしょうか。紙配布もなくなり環境にも配慮

した形となり、今の時代にあったシステムとなりました。

編集後記

PTAメール（yawatashien.pta@gmail.com)にて

お申し込みください。メール本文に以下をご

記載ください。（注意！）申し込みがあれば、返

信しますので、このアドレスを受信可に設定して

おいてください。

Interview

Q.高等部１年生後期から始まる「職場実習」とは、どのようにして進められていくのでしょうか？

A．実習を受け入れてくださる事業先との予定の調整は、進路指導部が行います。担任の先生は、事前に子どもた

ちの普段の様子を実習先に伝え、事業所さんの方にも受け入れてもらいやすい体制をとってもらいます。

Q.高等部２年生後期から始まる「進路相談」とは、どのようなものでしょうか？

A．進路指導部の教員、担任、相談支援事業所、各市町村の（障がい）福祉課、保護者、生徒で行われる進路相談

のことです。

Q.以前行われていた「福祉事業所説明会」は、もう開催されないのですか？

A．コロナ禍はできていませんでしたが、今年度はできるだけ開催する方向で調整中です。

Q.「進路学習会」はどのようなものですか？

A．福祉サービスや障害者年金など、毎回テーマを設け、講師の先生をお招きして講演してもらう学習会です。

Q.最後に保護者に何か伝えたいことなどありませんか？

A．進路に関する悩みや心配なことなどありましたら、連絡帳を通じてでもご相談ください。

本校開校以来（それ以前から）
進路を担当してくださっている
とても頼りになる先生です！

川本久子先生杉山 遼先生

本校中学部、高等部（福祉総合科）の担任を経て、
現在は進路指導を担当してくださっています。
とても親しみやすい先生です！

お話をお聞きして、卒業後の進路について、たくさんサポートしてくださっていることを知って、

安心しましたし、とてもありがたく思いました。

学習会についても、早いうちから参加することで、いろいろな参考になったり、将来に向けての準

備ができると思います。進路なんてまだまだ・・・なんて思っている小学部、中学部のご家庭も、積

極的に参加されることをオススメします！
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